
 

 

 

 

  発 信 す る 責 任 と 喜 び  
 

こうして学校便りを発行しますと、思いもよらないところで「読みましたよ」と

声をかけていただくことがあります。その都度、メッセージを発信する責任を改め

て実感します。いただく感想やご意見には、異論・反論も含まれ様々です。それで

も、自分のメッセージに対して、ご意見や感想がいただけるのはとてもうれしいこ

とです。通信を通して、つながりが広がり、強まる喜びを感じています。 

子どもたちの中でも、今年はとりわけ積極的に発信し、つながりを広め、強めよ

うとする姿が見受けられます。その要因は、児童会目標にあります。 

この目標は、人と人がつながるとい

うだけではなく、自分と学校・自分と

食・自分とルールなど、様々なものと

つながり、よりよい学校生活が送れる

ようになることをめざすものです。こ

の目標に向かい、校内では、子どもた

ちが進める様々な活動が動き出してい

ます。 

全ては紹介できませんので、いくつかの特徴的な取組を紹介します。 
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動画放送の充実 
今年度は、「ほなみ」と「かな
い」の二つの放送委員会が立ち上
げられ、動画の校内放送が積極的
に行われています。子どもたちが
番組を制作し、毎週数本の番組が
配信されています。内容、話し方
など、確実にレベルアップしてい
ます。 

たてわり班 掲示板 
毎週、たてわり班での活動が
設定されています。その時の
情報を随時発信・受信できる
掲示板が、新設されました。
全部で 100 班、班員をつなぐ
伝言掲示板が 100 枚並び、情
報交換に一役買っています。 

 

 

各委員会の企画も次々と 
希望者を対象とした「おりがみ教

室」や「ボランティアタイム」に

よる校内美化活動など、委員会

が、みんなを巻き込んで活動する

企画が、今、次々と発信されてい

ます。 

カメラマン 

折り紙教室 



 

 

 

 

 

 

 

 

禁止されていないんだから 

ご存じですか？ 
『山形県自転車の安全で適正な利用の促進に関する条例』 

 

自転車の安全な利用と事故への適切な対応等を図るために、県の条例が定められまし

た。条例では、「交通ルールを守ること」「点検やヘルメット着用など安全利用に努めるこ

と」「安全教育を充実すること」「適正に管理すること」と合わせて、７月１日から、自転

車損害賠償責任保険等への加入が義務化されました。 

全国的な状況をみると、自転車事故を起こした小学生の保護者に対し 9,521万円とい

う高額賠償を命じた事例も発生しているようです。こうしたことからも、万が一の事故に

備える必要があるということのようです。 

※ そこで、次のことをご承知おきください。 

児童は、全員が山形県 PTA連合会安全互助会の障害・賠償制度に加入しています。児

童の行為によって生じた偶然な事故の損害（自転車で人にケガをさせたを含む）による賠

償を保障するものとなっています。この制度への加入によって、条例の自転車保険等加入

の義務は果たしたことになります。 

ただし、上限額が 1,000万円となっており、前述のような 

高額賠償に対応できるものではありません。追加の保険加入が 

必要かどうかにつきましては、ご家庭で慎重にご検討ください。 

（詳細は 令和 2年度 PTA 総会資料①の P18～をご覧ください。） 

 

  

【８月の学校行事・ＰＴＡ活動】 
夏季休業    ８月  １日(土)～１７日(月)   ※ プール開放は、ありません  

閉校日     ８月１１日(火)～１４日(金)   ※閉校日のため学校にはだれもいません 

２学期始業式  ８月１８日(火)    午前授業 給食無し 

給食開始     ８月１９日(水)     

教育実習生受入 ８月２５日(火)     

With コロナ のくらし 
『GO TO トラベル』という施策が、大きな話題になっています。「予防すれば旅行しても

いい」・「行き先によると思う」・「今は我慢すべき」、それぞれの判断で行動するわけですが、

自己責任だけで済まないのが感染症の恐ろしさです。「我が家は我慢！」と出かけなかった

人も、学校や町中で、旅行に行った人とふれ合えば、危険のお裾分けを受けることになり

ます。そこで、「我慢した人は損をし、旅行にでかけた人は無責任」とか「禁止されていな

いんだから個人の勝手」と考えだしたら、不信感やわだかまりが強まり、心の健康までむ

しばまれかねません。何が正解なのか簡単ではありませんが、多様な価値観、幅の広い視

野からものごとを見つめ、折り合いをつけていく賢さが求められているのだと思います。 

夏休み前に考えてみませんか 


